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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソルビトールと、ホウ酸又はホウ酸塩を含有する生育期植物のホウ素欠乏用組成物であ
って、組成物１００重量部あたりソルビトールを０．０１～５重量部、ホウ酸又はホウ酸
塩を０．００５～０．２５重量部含有する、ホウ素欠乏用組成物（なお褐藻類、紅藻類、
緑藻類の水抽出物を含むものを除く）。
【請求項２】
　さらにカルシウム塩及び／又はマグネシウム塩を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　さらにマンガン塩を含む請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　葉面散布用である請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　液剤である請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　野菜のホウ素欠乏症の改善又は予防剤である請求項１～５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　ソルビトールと、ホウ酸又はホウ酸塩を含有し、組成物１００重量部あたりソルビトー
ルを０．０１～５重量部、ホウ酸又はホウ酸塩を０．００５～０．２５重量部含有する組
成物（なお褐藻類、紅藻類、緑藻類の水抽出物を含むものを除く）を植物に直接散布する
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ことを特徴とする植物のホウ素欠乏症の改善又は予防方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物の必須元素であるホウ素を植物に供給するための組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホウ素（元素記号：Ｂ）は、植物や動物に必須の微量元素の一つである。農作物にあっ
てホウ素が欠乏すると細胞伸長が阻害され、先端部の萎縮や果実の亀裂などの症状が現れ
る。これは、ホウ素が細胞壁の構成成分であるラムノガラクチュロナンＩＩ分子を共有結
合させるために必須であり、このためホウ素が不足すると細胞壁の正常な生育が妨げられ
てこのような症状が発症する（非特許文献１）。特にダイコンの黒芯症、カブの内部障害
、ブロッコリーの花蕾生育障害などは代表的なホウ素欠乏症である（非特許文献２）。こ
れらのホウ素欠乏症は農業生産上の大きな問題になっている。ホウ素欠乏症は、土壌中の
ホウ素濃度の低下のほか、土壌中の窒素、カリ、石灰の過剰、土壌の乾燥によっても発生
する。
【０００３】
　また、ホウ素欠乏による細胞壁の結合阻害とカルシウム不足によるペクチン質結合阻害
は、症状が類似しており、カルシウム不足と診断されるキャベツやレタスのチップバーン
症（縁腐れ病）、ハクサイの内部障害、トマトの尻腐れ病なども、ホウ素欠乏が原因の一
つである。土壌中に十分なカルシウムが含まれている場合にはホウ素欠乏が原因である可
能性が高い。特にカルシウムの葉面散布によっても症状が改善しない場合はホウ素欠乏が
原因であるといわれる。
　ホウ素欠乏症の改善のため、ホウ素入りの肥料も開発されているが、ホウ素は土壌内の
遊離水中ではホウ酸イオン（陰イオン）として存在するため、土壌には保持されにくく、
その効果は限定的であった。また、ホウ素入りの葉面散布用組成物も開発されているが、
ホウ素は植物体内において転流しにくいため、ダイコン黒芯症、カブの内部障害、キャベ
ツやレタスのチップバーンといった作物体内に発生する生理障害に対しては効果が限定的
であった。
　多くの植物は葉で光合成によって得られた炭水化物をショ糖の形で転流するが、木本類
の中でネクタリン、リンゴ、クルミといった植物は炭水化物をソルビトールとして転流す
ることが知られていた。また、これらの植物はホウ素欠乏症状がほとんど現れず、ホウ素
が効率よく転流されていることも明らかにされてきた。そこで、遺伝子組み換えによって
ソルビトールを合成できるようにしたタバコを作出したところ、分裂組織へのホウ素の転
流が著しく促進されることが明らかにされ（非特許文献３）、ホウ素はソルビトールなど
の糖アルコールと植物体内で結合することにより転流が促進されることも判明し（非特許
文献４）、現在はホウ素欠乏症に対する種々の対策が提案されつつあるところである。
【０００４】
　ホウ素は通常肥料中に微量元素群として配合されており、肥料を用いることで土壌や野
菜に補給されている。特許文献１（特開２０１３－４３８００号公報）にはアミノ酸を含
む液体肥料に窒素、リン酸、カリ、カルシウム、マグネシウム、マンガン、鉄、モリブデ
ン、ホウ素、亜鉛から選ばれた１種又は２種以上を配合することが記載されている。特許
文献２（特開２００７－１５３６５４号公報）には芝の葉やけ防止用肥料に酸化マグネシ
ウム、珪酸、マンガン、ホウ素、鉄、銅、亜鉛、モリブデン、コバルトから選ばれた１種
又は２種以上を配合することが記載されている。特許文献３（特開２００５－２２９８６
５号公報）には土壌改良剤とホウ素などのミネラルを含む液状の農園芸用組成物が記載さ
れている。
　ホウ素の水溶解度は土壌ｐＨで大きく変化する。酸性土壌ではホウ素は水に溶けやすい
。この時に降雨や潅水が多すぎると土から流失してしまい、欠乏症の原因となる場合があ
る。反対にアルカリ土壌では不溶性となり、これも欠乏症の原因となる。また、土壌が乾
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燥しすぎても発生しやすい。このため、肥料によるホウ素供給の配合が過剰になりがちで
ある。
　しかしホウ素は過剰に供給するとホウ素過剰症が発症する。土壌中にホウ素が１ｐｐｍ
以上存在するとホウ素過剰症が発症するといわれている。ホウ素過剰症は葉脈間が黄化し
、更に症状が進むと葉縁部が黄褐変化して壊死する症状がみられる。このような過剰症を
発生させないためには、必要とするホウ素を効率よく吸収させることが必要である。しか
し肥料中に配合されるホウ素は、ホウ酸、ホウ酸塩であり、上記のように配合量が少なけ
れば土壌から流出し、欠乏症を発生させやすいし、配合量が多すぎれば過剰症を引き起こ
すため、常に適正な濃度を維持することが難しかった。
　また一般に、ホウ素欠乏に対する耐性は作物により異なるが、ハクサイを含むアブラナ
科野菜は欠乏症になりやすい作物として知られている。ハクサイであれば作物体中に１０
ｐｐｍ以下では欠乏症の心配があり、きめ細かな土壌診断が必要とされていた。ホウ素欠
乏症は、生長点の枯死や新葉の黄化、壊死、組織のコルク化などさまざまな症状を引き起
こす。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－４３８００号公報
【特許文献２】特開２００７－１５３６５４号公報
【特許文献３】特開２００５－２２９８６５号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】O'Neill et al. 2001.Requirement of borate cross-linking of cell 
wall rhamnogalacturonan II for Arabidopsis growth. Science 294:846-849.
【非特許文献２】農林水産省農蚕園芸局農産課監修.作物栄養診断カート゛I.全国農村教
育協会.
【非特許文献３】Bellaloui N et al. 1999. Manipulation of in vivo sorbitol produc
tion alters boron uptake and transport in tobacco. Plant Physiol. 119: 735-742.
【非特許文献４】Hu et al. 1997. Isolation and characterization of soluble boron 
complexes in higher plants. Plant Physiol. 113: 649-655.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、植物、特に野菜へのホウ素供給に有用な組成物を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究した結果、糖アルコールと、ホウ酸
又はホウ酸塩を併用することで、効率よく植物にホウ素を供給することができ、ホウ素欠
乏症の発症を改善又は予防することができることを見いだし、本発明を完成するに至った
。
【０００９】
　すなわち、本発明は、以下の構成からなる。
１．ソルビトールと、ホウ酸又はホウ酸塩を含有する生育期植物のホウ素欠乏用組成物で
あって、組成物１００重量部あたりソルビトールを０．０１～５重量部、ホウ酸又はホウ
酸塩を０．００５～０．２５重量部含有する、ホウ素欠乏用組成物（なお褐藻類、紅藻類
、緑藻類の水抽出物を含むものを除く）。
２．さらにカルシウム塩及び／又はマグネシウム塩を含む１に記載の組成物。
３．さらにマンガン塩を含む２に記載の組成物。
４．葉面散布用である１～３のいずれかに記載の組成物。
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５．液剤である１～４のいずれかに記載の組成物。
６．野菜のホウ素欠乏症の改善又は予防剤である１～５のいずれかに記載の組成物。
７．ソルビトールと、ホウ酸又はホウ酸塩を含有し、組成物１００重量部あたりソルビト
ールを０．０１～５重量部、ホウ酸又はホウ酸塩を０．００５～０．２５重量部含有する
組成物（なお褐藻類、紅藻類、緑藻類の水抽出物を含むものを除く）を植物に直接散布す
ることを特徴とする植物のホウ素欠乏症の改善又は予防方法。
【００１０】
　本発明により、植物へのホウ素供給用組成物が提供される。本発明の組成物は、植物へ
のホウ素吸収効率が高いため、最小限の用量で植物体が要求するホウ素量を供給でき、速
やかに植物体のホウ素欠乏症を改善又は予防が可能となる。また投与量が必要最小限です
むため、ホウ素過剰症を発症させない。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】圃場におけるキャベツに発生したホウ素欠乏症の改善効果を確認した画像である
。左２列が本発明の組成物を投与したキャベツの切断画像、右側２列が非投与キャベツの
切断画像である。右側対非投与キャベツには→で示す箇所に顕著なチップバーン症状が出
現している。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、植物のホウ素欠乏症の予防又は改善のための、糖アルコールと、ホウ酸又は
ホウ酸塩を含有する植物へのホウ素供給用組成物に係る。
【００１３】
　本発明に用いることが可能な糖アルコールとしては、エリスリトール、イノシトール、
マルチトール、ラクチトール、マンニトール、ソルビトール、キシリトールが例示できる
。好ましくはソルビトール、イノシトール、マンニトール、キシリトールであり、さらに
好ましくはソルビトール又はマンニトールなどのヘキシトール類であり、特に好ましくは
ソルビトールである。ソルビトールは植物組織内のホウ素の移動の際にホウ素と結合しキ
ャリアーとして作用すると推測されている。
　本発明の組成物におけるホウ素源としては、水溶性ホウ素化合物が好ましく、より具体
的には例えばホウ酸またはその塩（例えば、ホウ酸ナトリウム等）などが挙げられる。ホ
ウ素の含有量は、組成物全体に対して約０．００１～０．２質量％が好ましく、約０．０
０５～０．０５質量％であることがより好ましく、約０．０１～０．０２質量％であるこ
とがさらに好ましい。０．０２質量％以上にするとホウ素過剰症の危険が出てくるので好
ましくない。
　ホウ素に併用する糖アルコールは、ホウ素に対して質量比で、ホウ酸又はホウ酸塩の１
～１００重量部、好ましくは１０～２０重量部である。
　本発明の組成物は、水溶液とすることが好ましい。水溶液中にホウ酸又はホウ酸塩を約
０．００５～０．２５質量％濃度になるように配合する。さらに糖アルコールを０．０１
～５重量％配合し、最終的に糖アルコールと、ホウ酸又はホウ酸塩が１／２～２０／１の
重量比で含まれるように糖アルコールと、ホウ酸又はホウ酸塩の比率及び水の添加量を調
整する。
【００１４】
　本発明の組成物は、上記の水溶液をそのままホウ素欠乏症が発生した植物に直接葉面散
布するか土壌に散布することができる。水和剤、乳剤、粒剤、粉剤、界面活性剤など、通
常の肥料や農薬で用いられる担体を用いて製剤化してもよい。例えば、固体担体としては
鉱物質粉末（カオリン、ベントナイト、クレー、モンモリロナイト、タルク、ケイソウ土
、雲母、バーミキュライト、セッコウ、炭酸カルシウム、リン石灰など）、植物質粉末（
大豆粉、小麦粉、木粉、タバコ粉、デンプン、結晶セルロースなど）、高分子化合物（石
油樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、ポリビニル酢酸樹脂、ポリ塩化ビニル、ケトン樹脂
など）、更に、アルミナ、ワックス類などを使用することができる。また、液体担体とし
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ては、例えば、アルコール類（メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、エ
チレングリコール、ベンジルアルコールなど）、芳香族炭化水素類（トルエン、ベンゼン
、キシレンなど）、塩素化炭化水素類（クロロホルム、四塩化炭素、モノクロルベンゼン
など）、エーテル類（ジオキサン、テトラヒドロフランなど）、ケトン類（アセトン、メ
チルエチルケトン、シクロヘキサンなど）、エステル類（酢酸エチル、酢酸ブチルなど）
、酸アミド類（Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミドなど）、エーテルアルコール類（エチレン
グリコールエチルエーテルなど）、又は水などを使用することができる。
【００１５】
　乳化、分散、拡散などの目的で使用される界面活性剤としては、非イオン性、陰イオン
性、陽イオン性及び両イオン性のいずれも使用することができる。本発明において使用す
ることができる界面活性剤の例を挙げると、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリ
オキシエチレンアルキルアリールエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソルビ
タン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、オキシエチレンポ
リマー、オキシプロピレンポリマー、ポリオキシエチレンアルキルリン酸エステル、脂肪
酸塩、アルキル硫酸エステル塩、アルキルスルホン酸塩、アルキルアリールスルホン酸塩
、アルキルリン酸塩、アルキルリン酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキル硫酸エス
テル、第四級アンモニウム塩、オキシアルキルアミン、レシチン、サポニン等である。ま
た、必要に応じてゼラチン、カゼイン、アルギン酸ソーダ、デンプン、寒天、ポリビニル
アルコールなどを補助剤として用いることができる。
【００１６】
　本発明の組成物にあっては、製剤の形状も制限はなく、粉剤、顆粒剤、粒剤、水和剤、
フロアブル剤、乳剤及びペースト剤等のあらゆる製剤形態に成形することができる。その
他の成分を常法に従い、混合、撹拌、噴霧乾燥等することにより製造することができる。
【００１７】
　本発明の組成物の適用対象となる植物としては、特に限定されないが、ホウ素欠乏症が
発生することが確認されている野菜類、例えば、トマト、ピーマン、トウガラシ、ナス等
のナス類、キュウリ、カボチャ、メロン、スイカ等のウリ類、セルリー、パセリー、レタ
ス等の生菜・香辛菜類、ダイズ、ラッカセイ、インゲン、エンドウ、アズキ等の豆類、イ
チゴ等のその他果菜類、ダイコン、カブ、ニンジン、ゴボウ等の直根類、サトイモ、キャ
ッサバ、バレイショ、サツマイモ、ナガイモ等の芋類、アスパラガス、ホウレンソウ、ミ
ツバ等の柔菜類、トルコギキョウ、ストック、カーネーション、キク等の花卉類、イネ、
トウモロコシ等の穀物類、ベントグラス、コウライシバ等の芝類、ナタネ、ヒマワリ等の
油料作物類、サトウキビ、テンサイ等の糖料作物類、ワタ、イグサ等の繊維料作物類、ク
ローバー、ソルガム、デントコーン等の飼料作物類、リンゴ、ナシ、ブドウ、モモ等の落
葉性果樹類、ウンシュウミカン、レモン、グレープフルーツ等の柑橘類が挙げられる。
　ホウ素欠乏症が観測されている症状としては、黒芯症（ダイコン）、内部障害（カブ、
ハクサイ）、花蕾生育障害（ブロッコリー）、チップバーン症（キャベツ、レタス）、尻
腐れ病（トマト）、心ぐされ症（ダイコン、カブ、セルリー）、赤心症（ダイコン、カブ
）、すいり（ダイコン）、根ぐされ症（ダイコン）、トップモザイク症（トマト）、くき
割症（トマト）、やに症（トマト、ぶどう）、あんいり症（ぶどう）、茎裂開症（ぶどう
）、落果症（みかん、りんご）、縮果症（りんご）、樹脂症（りんご、ぶどう、もも）、
枝枯れ症（りんご、ぶどう）、花弁色抜け症（チューリップ）などを例示することができ
る。このような症状や兆候が発見された場合には、本発明の組成物を葉面散布あるいは土
壌散布することで症状を改善し、あるいは症状の拡大を予防することができる。
【００１８】
　また、本発明の効果向上を目的として、他のミネラルを配合することもできる。特にカ
ルシウムの欠乏症は、ホウ素欠乏症と類似の心ぐされ症（キャベツ、ダイコン）、赤心症
（ダイコン、カブ）などを伴う。また前述したチップバーン症を伴う。したがって葉面散
布する場合は、カルシウム塩又はマグネシウム塩を配合することで、ホウ素欠乏症と区別
のつきにくい症状にも対処可能となるので農業作業上有利である。一般的には塩化カルシ
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ウムや硫酸マグネシウムなどが配合に適している。
【００１９】
　また本発明の組成物は、各種殺虫剤、殺菌剤、微生物農薬、肥料等と混用又は併用する
ことも可能である。
【実施例】
【００２０】
　次に、製造例、試験例を示して本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの実施
例に限定されるものではない。
【００２１】
製造例
（ホウ素供給組成物の製造例）
　ホウ酸３，６００ｇ、ソルビトール３，６２５ｇ、無水硫酸マグネシウム２，５００ｇ
、硫酸マンガン２７５ｇ（合計１０ｋｇ）を撹拌機でよく撹拌し、ホウ素供給用組成物を
製造した。このホウ素供給用組成物は、水で１００～２０，０００倍に希釈して、葉面散
布剤として用いることができるものである。
　本配合により、ホウ素を供給できるほか、欠乏すると光合成抑制が起こるマグネシウム
や、土壌中のマンガン酸化菌の働きにより畑地状態で吸収されにくくなる場合があるマン
ガンの補給も合わせて可能となる。
【００２２】
試験例１
（ダイコンのホウ素吸収量に及ぼす糖アルコールの効果試験）
　１／５０００ａワグナーポットに土壌として「すくすく倶楽部３０」（雪印種苗社製）
を充填し、ダイコン品種「葉根っこ」（雪印種苗社製）を播種、北海道江別市雪印種苗（
株）技術研究所内の温室内で栽培した。
　播種後２０日後から、週１回の割合で、表１に示すホウ酸濃度及びソルビトール濃度に
調製した溶液に、さらにポリオキシエチレンヘキシタン脂肪酸エステル含有展着剤（アプ
ローチＢＩ、花王社製）を０．１％加えたものをスプレーヤーで葉が十分濡れる量を葉面
散布
した。
　葉面散布は一日３回行った。
　播種後５２日目にサンプリングし、可食部（根と胚軸肥大部）および葉部の生重を測定
後、７０℃３日間乾燥させた。乾燥後すみやかに乾物重を測定し、乾物率を算出した。
　乾燥物は超遠心粉砕機ＭＲＫ－ＲＥＴＳＣＨ（三田村理研工業社製）で粉砕した後、０
．５ｇを秤量し、精密分析用硝酸（和光純薬社製）５ｍＬを加え、テフロン（登録商標）
密閉加圧分解容器にて分解した。分解液を一定量に定容し、その液をＩＣＰ発光分光分析
装置ＳＰＳ４０００（セイコーインスツルメンツ社製）によってホウ素含有量を測定した
。
　得られた定量値を乾物率から逆算して、採取時の植物体の生重あたりのホウ素含有量を
算出した。
　その結果を表１に示す。
【００２３】
【表１】

【００２４】
　表１に示すとおり、試験溶液のホウ酸の葉面散布によって葉部・可食部ともホウ素含有
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量が高まった。特にソルビトールの添加によって、ホウ素の吸収量は増大し、その効果は
根及び胚軸部まで及ぶことが明らかとなった。すなわちホウ酸とソルビトールを併用する
ことで、植物体の各組織に効率的にホウ素を供給できることが確認された。
【００２５】
試験例２
（圃場におけるホウ素欠乏栽培でのダイコンの黒芯症状発生抑制試験）
　あらかじめホウ素欠乏症の発生が予測される栽培条件においてダイコンの栽培試験を実
施した。
　北海道長沼町雪印種苗（株）北海道研究農場内の試験圃場において、ダイコン品種「葉
根っ子」（雪印種苗社製）をホウ素欠乏症が発生しやすいように銀ネズミ色マルチ（畦間
４５ｃｍ、株間２７ｃｍ）で被覆栽培した。基肥は窒素５０ｋｇ／ｈａ、リン酸１１３ｋ
ｇ／ｈａ、カリウム３８ｋｇ／ｈａとした。
　ダイコンの播種は６月１２日に行い、発芽後７月５日、７月１２日、７月２０日の３回
にわたって表２に示す組成のホウ酸及びソルビトール濃度に調製した溶液に、さらにポリ
オキシエチレンヘキシタン脂肪酸エステル含有展着剤（アプローチＢＩ、花王社製）を０
．１％加えたものを、背負動力噴霧器ＳＨＲ０６１（共立社製）を用いて１００ｍＬ／ｍ
２の量を葉面散布した。
　次いで８月４日に欠株を除いた９～１０本のダイコンをサンプリングした。ダイコン食
部を切断し、切断面の一部が飴色に変色したものを「軽度の黒芯症状」、褐色～黒色に変
色したものを「明確な黒芯症状」として、その発生個体の全体に対する比率で評価した。
　評価結果を次の表２に示す。
【００２６】
【表２】

【００２７】
　表２に示すとおり、ホウ素欠乏条件で発生するダイコン黒芯症状の発生を、ホウ酸０．
００５％とソルビトール０．０１％以上を葉面散布することで黒芯症状の発生を顕著に改
善できることが明らかとなった。
【００２８】
試験例３
（圃場におけるキャベツのチップバーン症状の発生抑制試験）
　ホウ素供給がなされている千葉県長沼原町雪印種苗（株）千葉研究農場内の試験圃場に
おいて、キャベツを栽培し試験を実施した。あらかじめ「闘根入り培土」（大柿園芸社製
）を充填したセルトレイに２月５日に播種を行い、温室内で育苗した。生育後、基肥を窒
素９６ｋｇ／ｈａ、リン酸１２８ｋｇ／ｈａ、カリウム９６ｋｇ／ｈａ、ホウ素１．６ｋ
ｇ／ｈａを施した圃場に移植した。
　結球中期の６月７日とその１２日後の６月１８日に、製造例１で製造したホウ素供給組
成物を水で３００倍希釈したもの（ホウ素０．０６６％，ソルビトール０．１２１％とな
る）にポリオキシエチレンヘキシタン脂肪酸エステル含有展着剤アプローチＢＩ（花王社
製）を０．１％加え１００ｍＬ／ｍ２葉面散布した。対照群には水のみを散布した。
　収穫は７月２日に行い、１０個のキャベツを収穫した。収穫したキャベツを中心から二
分割されるように切断し、切断面を観察し、切断面、変色葉が１～２層のものを「軽度の
発生」、変色葉が３層以上のものを「明確な発生」としてその発生個体の全体に対する比
率で評価した。評価結果を下記表３に示す。
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【表３】

【００３０】
　表３に示すように、散布区、対照区ともにあらかじめ基肥としてホウ素が施用されてい
るにも関わらず明確なチップバーン症状が発生した。しかし本発明の製造例によるホウ素
供給用組成物の葉面散布によって明確なチップバーン症状の発生が抑制された。
　本発明の組成物によって、キャベツのチップバーン症状が抑制できることが明らかとな
った。
【００３１】
試験例４
（圃場におけるブロッコリーの黒花症状の改善試験）
　ブロッコリー品種「ピクセル」（サカタのタネ社製）を培養土「ばりばり根ばり」（北
海道農材工業社製）を充填した１２８穴セルトレイに播種した。
　播種は５月１５日に行い、温室内で育苗栽培し、６月１２日に北海道江別市の圃場に畦
間６６ｃｍ、株間４５ｃｍで移植した。
　圃場の基肥は窒素１４０ｋｇ／ｈａ、リン酸１８７ｋｇ／ｈａ、カリウム１４０ｋｇ／
ｈａ、ホウ素２．３ｋｇ／ｈａを施した。
　着蕾期である７月１５日と７月２２日に、製造例で配合したホウ素供給用組成物を５０
０倍希釈したもの（ホウ素０．０４％，ソルビトール０．０７％となる）に前記の試験例
と同様にポリオキシエチレンヘキシタン脂肪酸エステル含有展着剤アプローチＢＩ（花王
社製）を０．１％加え、１００ｍＬ／ｍ２葉面散布した。なお対照区は水のみを散布した
。収穫は７月３０日に行い、３６個のブロッコリーを収穫した。収穫したブロッコリーに
褐変した蕾が観察された発生個体の全体に対する比率で評価した。
　評価結果を下記の表４に示す。
【００３２】
【表４】

【００３３】
　表４に示すように、対照区で、散布区にはあらかじめ基肥としてホウ素が施用されてい
るにも関わらず明確な黒花症状が発生した。一方、本発明の製造例１によるホウ素供給用
組成物の葉面散布によって明確な黒花症状発生の個体比率は明らかに抑制された。
　本発明の組成物によって、ブロッコリーの黒花症状が抑制できることが明らかとなった
。
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